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■ 要  旨 ■

浚渫土と転炉系製鋼スラグを有効活用したカルシア改質浚渫土を用い、室内試験および現地試験（関東地方整

備局京浜港ドック）において、築堤した潜堤の強度・形状特性を確認した。カルシア改質浚渫土には汚濁低減に配

慮した土質性状および投入方法を採用し、注排水可能な京浜港ドックにおいて試験をした。水中打設により潜堤を

築堤した後に排水し、形状測定および強度試験用の供試体採取を行った。汚濁低減効果の低い好適スランプ範

囲外（スランプ値が 1 cm 未満）のカルシア改質浚渫土の強度は、汚濁低減効果の高い好適スランプ範囲内（スラン

プ値が 1-7 cm）のカルシア改質浚渫土の約半分であることが明らかとなった。また、好適スランプ範囲内のカルシア

改質浚渫土について、水中でのグラブ降下投入を模擬した場合と水面からの土運船直接投入を模擬した場合を

比較すると、室内試験と同様に堤体の強度差は小さかった。一方で、現地試験において築堤した潜堤の法面勾配

は土運船直接投入の方が緩やかとなった。 

図-4 現地試験投入方法模式図 
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表-2 現地試験ケース 

図-13 室内・現場試験の強度の比較 

    （一軸圧縮強さ：材令 28 日） 
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表-5 現地試験結果のまとめ 

ケース1 ケース2 ケース3
好適スランプ範囲（1-7cm) 範囲未満

バージ
1:2.1 1:2.4 1.2.9

強度 qu28 123.9 255.1 219.2

強度比 現場(水中）/室内 0.27 0.34 0.32

ケース

勾配
投入方法

範囲内
グラブ


